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　 1． 思春期女児の摂食障害と家族面接に対する考察
池田克人，岡東歩美，古関麻衣子
半田　聡，佐々木　剛，椎名明大
伊豫雅臣　　　　　　　（千大）
　摂食障害（特に神経性無食欲症）は難治性の疾患で，
いまだ画期的な治療法がないと言われているが，家族
面接を定期的に取り入れることで症状の改善を認めた
症例を経験した。患者と家族との関係を見直し，家族
に積極的に治療に参加してもらうことで，治療が可能
であると考えられる。
　 2． 曝露反応妨害法が奏効した強迫性障害の 1例
岡東歩美，池田克人，古関麻衣子
榎原雅代，半田　聡，佐々木　剛
椎名明大，伊豫雅臣　　（千大）
　強迫性障害（OCD）の治療において，曝露反応妨害
法（ERP）が有用であることが示されている。しかし，
その一方で22%のOCD患者がERPを拒否し，導入後の
脱落率も28%に達しているという報告がある。［Foa, et 
al 2005］ERPの導入に難渋したが，患者の治療への不安
に充分に共感しERP開始となり，適切な課題設定によ
り不安の馴化を体感したことで，その後のERPも順調
に進み良好な転機を得た 1例を経験したので報告する。
　 3． クロザピンが奏効した治療抵抗性統合失調症の
1例
宮澤惇宏，榎原雅代，古関麻衣子
町澤　暁，山本徹也，小池友紀　
石川雅智，金原信久，伊豫雅臣　
（千大）
　頻繁に自傷行為・解離症状を繰り返す治療抵抗性統
合失調症において，クロザピンが奏功した症例を経験
したので報告した。自傷行為の背景を丁寧に見極める
ことによりクロザピン導入を判断し，多彩な症状の消
褪に成功した。
　 4． パーキンソン病に伴う幻覚妄想に対しmECTが
著効した 1例
町澤　暁，宮澤惇宏，小池友紀
山本徹也，榎原雅代，金原信久
藤﨑美久，伊豫雅臣　（千大）
　パーキンソン病では約30％の頻度で精神病症状を呈
する。一方抗パーキンソン病薬の減薬や抗精神病薬に
よる治療は神経症状の悪化をきたす。今回，パーキン
ソン病に伴う幻覚妄想状態に対しmECTが著効した症
例を経験したので報告する。
　 5． クロザピン導入患者を経験して : 興奮著しい治
療抵抗性統合失調症患者の 1例
佐藤愛子，橘　真澄，野々村菜穂
木村敦史，田所重紀，長谷川　直
白石哲也，伊豫雅臣　　（千大）
　興奮・攻撃性の顕著な治療抵抗性統合失調症患者に
クロザピン（CLZ）を使用した 1例を経験した。病的
体験に比べ攻撃性や衝動性が著明に改善した。CLZの
臨床学的効果について考察し，また実際の導入にあ
たって実感した事をまとめた。
　 6． 長期隔離から開放処遇に至った治療抵抗性統合
失調症患者の 1例 : 薬理学的側面からの一考察
野々村菜穂，橘　真澄，佐藤愛子
田所重紀，木村敦史，長谷川　直
白石哲也，伊豫雅臣　　（千大）
　精神病症状の度々の急性増悪により長期隔離を余儀
なくされていたが，その重症度が次第に軽減し，開放
処遇に至った治療抵抗性統合失調症の 1例を経験し
た。開放処遇に至った一因として，アリピプラゾール
の薬理学的作用について考察した。
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　 7． 放置されていた双極性障害に対するラモトリギ
ン処方で，過食衝動が消失し，HbA1cが著減し
た57歳女性（症例報告）
山本徹也，水流一志，金原信久　
中里道子，渡邉博幸，伊豫雅臣　
（千大）
西原晴美，平井愛山（県立東金）
　今回，県立東金病院糖尿病ストレス外来において，
双極性障害が併存する 2型糖尿病患者にラモトリギン
を処方したところ，過食衝動が消失し。HbA1Cの劇的
な改善を認めた症例を経験した。ラモトリギンが過食
症に奏功した機序が，双極性障害の改善によるものか，
あるいは，過食衝動そのものに作用したものか判別は
出来ないが，後者の場合であった場合，過食症を伴う
多くの 2型糖尿病血糖コントロール不良患者の治療に
使える可能性がある。
　 8． 気分の変化で顕著に増悪する強迫症状を呈した
17歳女性
橘　真澄，佐藤愛子，野々村菜穂
木村敦史，長谷川　直，白石哲也
伊豫雅臣　　　　　　　（千大）
　強迫性障害に対しSSRIや認知行動療法を予定した
が，気分の変動に一致して強迫症状が動揺し，SSRIか
らLamotrigineに置換する事で気分や不安の症状が著
明に改善した症例を経験した。治療経緯を述べると共
に気分障害と不安障害の関連について考察を加えた。
　 9． 注意欠陥・多動性障害をもつ患児の親に対する
ペアレント・トレーニングの効果に関する研究
の試み
田野　彩，佐々木　剛，中里道子
（千大・こどものこころ診療部）
水流一詩，椎名明大　　（千大）
高岡昴太，新津富央　　　　　　
（千大院・こどものこころの　
発達研究センター）
伊豫雅臣　　　　　　（千大院）
　注意欠陥・多動性障害の子どもは，社会生活および
家庭での親子関係で様々な困難を生じる。近年，行動
療法をベースにし，特に親子の悪循環に介入する親教
育プログラムであるペアレントトレーニングが注目さ
れている。過去の研究において，家庭内での親のスト
レス軽減と児の変化が実証されている。今回，患児の
親にこのプログラムを実施し，親自身の特性との関連
および社会生活における患児の変化との関連を検証す
る計画を立てた。
　10． 緊張病性昏迷を呈したドパミン過感受性精神病
の治療
小池友紀，山本徹也，宮澤惇宏
町澤　暁，榎原雅代，石川雅智
金原信久，藤﨑美久，伊豫雅臣
（千大）
　抗精神病薬の長期服薬はドパミンD2受容体の過感
受性を高め，薬剤の減薬や中断で急激な精神病症状の
悪化（ドパミン過感受性精神病 ; DSP）を呈すること
が知られている。中には中止後 3日以内の急激な再発
症例も報告されている。今回我々は，高力価抗精神病
薬中止直後に急激な精神運動興奮状態を呈したDSPを
経験したので報告した。DSP症状で緊張病様症状を呈
することがあり，悪性症候群との鑑別が必要な場合が
示唆される。
　11． 脳損傷後に緊張病状態を呈した 2症例
沖田麻優子，小田靖典，久能　勝
高橋純平，野々村　司，篠田直之
 （千葉市立青葉）
　中等度から重度の外傷性脳損傷（意識障害の遷延ま
たは頭蓋内病変の存在）を受傷した患者のうち，49%
がその後 1年以内に何らかの精神障害を発症したとい
う報告もあり，脳損傷と精神障害には高い関連性があ
ることがわかっている。脳損傷後に緊張病状態を呈し
た 2症例を経験したため報告する。
　12． 治療抵抗性統合失調症に対するリスペリドン持
効性注射剤の有効性の検討
木村　大，金原信久，伊豫雅臣　　　
（千大院）
小松英樹，関根吉統　　　　　　　　
（千大・社会精神保健教育センター・　
銚子こころのクリニック）
小松尚也　　　　　　（同和会千葉）
石毛　稔（さつき会袖ヶ浦さつき台）
宗岡克政　　　　　　（学而会木村）
吉村政之　　　　　（同仁会木更津）
山中浩嗣　　　　　　　　　　　　　
（千大院・千葉県精神科医療センター）
鈴木智崇　　　　（同・公徳会佐藤）
渡邉博幸　　　　（同・国保旭中央）
　統合失調症には，いかなる薬物にも反応しない治療
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抵抗性性の症例が存在し，一部には，多剤大量の抗
精神病薬を長期的に服用により生じるドパミンD2受
容体の過感受性に関連した精神病（supersensitivity 
psychosis）が関与していると考えられる。本研究は，
従来の経口抗精神病薬で効果が得られていない治療抵
抗性統合失調症患者を対象として，リスペリドン持効
性注射剤の有効性を検討することを目的とした観察研
究であり，その結果を報告する。
　13． 統合失調症に対する IT技術を用いた再発予防法
CIPERSの有効性の検討
小松英樹，森　ますみ，沖田恭治
渡邉博幸，伊豫雅臣　　（千大）
岡村斉恵，関根吉統　　　　　　
（千大・社会精神保健教育研究センター）
　欧州の IT技術を用いた再発予防法をもとに，訪問看
護を組み込んだCIPERSを開発した。CIPERS有群で
は無群と比較し，再入院数・入院日数とも有意に減少，
その再発予防効果が立証された。
　14． 統合失調症の認知機能障害に対するフルボキサ
ミンの有効性を検討するランダム化二重盲検比
較試験
新津富央　　　　　　　　　　　
（千大・子どものこころの　
発達研究センター）
藤﨑美久，椎名明大，吉田泰介　
長谷川　直，金原信久，橋本　佐
白石哲也，深見悟郎，中里道子　
伊豫雅臣　　　　　　　（千大）
白山幸彦　　　　　　（帝京大）
橋本謙二　　　　　　　　　　　
（千大・社会精神保健教育研究センター）
　フルボキサミンによる有意な改善効果は示されな
かったが，探索的解析では実行機能障害を改善する可
能性が示唆された。
　15． 統合失調症最重症患者の精神病未治療期間
（DUP）と長期予後の関連
金原信久，吉田泰介，小田靖典　　
伊豫雅臣　　　　　　　　（千大）
山中浩嗣，森山稔弘，林　偉明　　
澁谷孝之，長牛慶順，澤　潔　　　
浅野　誠　　　　　　　　　　　　
（千葉県精神科医療センター ）
清水栄司（千大・認知行動生理学）
　DUPが統合失調症の予後に中等度の影響を与えるこ
とが明らかになりつつある。今回千葉県精神科医療セ
ンターで1996年から2001年の 5年間に未治療の精神病
状態で受診した患者を入院治療と外来治療に分けて分
析を行った。その結果初診時に重症であった入院治療
群と軽症の外来治療群とで，10年後の予後に有意差を
認めなかった。
　16． 職場におけるメンタルヘルスの第一次予防対策
に関する費用便益分析
吉村健佑（東京大院・医学系研究科　
公共健康医学専攻）
　産業精神保健の第一次予防が事業者に与える経済的
利点を検討することを目的とし，公表されている職場
環境改善，個人向けストレスマネジメント教育，およ
び上司の教育研修の研究結果を二次的に分析した。い
ずれの介入手法でも概ね便益は費用を上回り，事業者
にとって経済的な利点があることが分かった。
　17． SSRIにより効果不十分なうつ病に対するSNRI
ミルナシプランの臨床的有用性と末梢血を用い
た生物学的病態解析の探索的臨床試験（中間報
告）
橋本　佐，長谷川　直，金原信久
伊豫雅臣　　　　　　（千大院）
大岩宜博，坂下清登志，高瀬直子
（茂原神経科）
小松英樹，高橋純平，関根吉統　
（銚子こころクリニック）
　演題名のとおり，ミルナシプランへ切替え臨床評価，
末梢血中うつ病関連物質測定を行い，有効性病態解析
を行っている。
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　21． 物質使用のリスクとなるパーソナリティ尺度
Substance Use Risk Profile Scale-Japanese 
versionの開発
大宮宗一郎，小堀　修，東本愛香
五十嵐禎人，伊豫雅臣（千大院）
　本研究では，物質使用に対して青少年のパーソナリ
ティの側面からアプローチすることに注目し，国際的
に使用されている尺度の日本語版 （SURPS-J） を作成
し，信頼性および妥当性の検証を行った。
　22． 袖ヶ浦さつき台病院における精神科救急の現状
と課題
倉田　勉，石毛　稔，細井尚人　
鈴木　均，大掛真太郎，岩永明峰
星野　弘，菊池周一，矢田洋三　
（袖ヶ浦さつき台）
橋本　佐，小松英樹　　（千大） 
　平成22年度の時間外救急患者200例について調査・
検討を行った。結果は，状態像では不安状態が多く，
診断では神経症圏が最多であった。転帰では統合失調
症圏は入院が多く，神経症圏は帰宅が多かった。さら
に症例を呈示し課題を検討した。
　23． 認知症連携パス試案
旭　俊臣，畠山治子，篠遠　仁
溝渕敬子　　　　　　　　　　
（旭神経内科リハビリテーション）
　認知症診療でBPSDが重度化した時，入院治療ので
きる病院が少ないため，医療現場では難渋している。
平成21年 6月，千葉県認知症対策推進協議会（会長 
千葉大学精神医学　伊豫教授）が発足して，認知症診
療ケアに関する課題について検討した。今後，認知症
診療連携パスを作成して，県内 4ヵ所のモデル地区で，
連携事業を行なう予定である。
　24． 石巻赤十字病院における精神科診療支援
齋賀孝久，佐藤茂樹，赤田弘一
小池　香，松浦暁子，三浦澄子
藤井　悠　　　（成田赤十字）
馬場　章，刀禰純子　　　　　
（深谷赤十字）
　平成23年 4月 7日より石巻赤十字病院において精神
科医の院内コンサルテーション・リエゾン活動を開始
し現在も継続中である。診察した患者の統計に加え，
　18． 木更津病院における認知行動療法の試み
松木悟志，久能　勝，畑　達記　
林　秀紀，吉村政之，稲生英俊　
古田多真美，高瀬美咲，関根　博
古関啓二郎　　　　　（木更津）
　木更津病院での認知行動療法の実践について報告す
る。千葉大学認知行動療法士研修システムに参加。院
内で勉強会や講演会を実施。看護師の実践のために院
内の協力を得，完遂例では一定の結果を得た。第11回
認知療法学会に 2題ポスター発表。今後，認知行動療
法の普及，病棟などでの応用範囲の拡大を目指す。
　19． 木更津病院における双極性障害の病歴調査
畑　達記，林　秀紀，松木悟志　
稲生英俊，吉村政之，古田多真美
高瀬美咲，関根　博，古関啓二郎
（木更津）
遠藤博久　　　　　　　　　　　
（木更津メンタルクリニック）
　双極性うつの鑑別の重要性が盛んに指摘されている
一方で，本邦の双極性障害患者がどのような傾向と特
徴をもっているかというデータは十分に蓄積している
とは言えない状態である。そこで当院における双極性
障害患者125例の病歴をカルテ調査にてまとめ，海外
データと比較，検討を行った。
　20． 医療観察法入院処遇対象者の性差に関する考察 : 
女性対象者に焦点を当てて
永田貴子（国立精神・神経医療研究センター・　
千大院・医学薬学府）
大森まゆ，黒木規臣，平林直次　　　　　　　　
（国立精神・神経医療研究センター）
五十嵐禎人　　　　　　　　　　　　　　　　　
（千大・社会精神保健教育研究センター）
　医療観察法女性殺人触法精神障害者の診断，被害者，
婚姻状況，同居者を調査した。法施行前後の15年間で
明らかな変化はなく，女性では生殖家族との同居，同
内の被害者が多いことが認められた。
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　27． 日本人統合失調症患者におけるCogState統合失
調症バッテリーの基準関連妥当性および構成概
念的妥当性
吉田泰介，伊豫雅臣（千大）
橋本謙二　　　　　　　　　
（同・社会精神保健教育研究センター）
　我々は多施設共同研究により，CogStete統合失調
バッテリー日本語版の妥当性を確かめた。また因子分
析の結果，社会認知は他の認知機能と異なる要素であ
ることが判明し，社会認知の重要性が明らかになった。
　28． 摂食障害の精神病理 : 特にanorexia nervosaに
ついて
花澤　寿（千大・教育学部）
　anorexia nervosa（AN）は，思春期に過剰適応の破
綻に瀕した少女が，身体を強迫的コントロールの対象
とすることで危機からの無意識的回避を試みつつ，食
の世界における退行によって，母子関係の強引な再構
築をはかろうとする病態であるとする精神病理仮説を
提示し，この理解に基づく治療的配慮の要諦を述べた。
また，ANの増加と病態変化の時代的背景についても
考察を加えた。
診断分類，震災の影響によるものと思われた症例の検
討，さらには災害時の精神科支援の在り方についても
考察した。
　25． 東日本大震災における千葉大学こころのケア
チームの活動報告
新津富央（千大・子どものこころの　
発達研究センター）
清水栄司　　（同・認知行動生理学）
伊豫雅臣　　（千大・社会精神保健　
教育研究センター）
　東日本大震災の被災地（千葉県旭市，宮城県東松島
市など）におけるこころのケア活動を報告した。災害
支援者の二次受傷への対応や，今後の千葉県内の精神
保健対策について検討した。
　26． 大学院で学んだこと，そしてこれから : 科学と
哲学，そして洞察へ
田所重紀，伊豫雅臣（千大院）
　今年の 3月に大学院を修了させて頂く一人として，
大学院時代に行った研究と現在取り組んでいる研究課
題を紹介することを通じ，大学院で何を学び，それを
活かして将来どのようなことを行うのかについて展望
を述べる。今回の発表では，大学院時代の研究を精神
医学の方法論という観点から俯瞰し，そこから今後の
課題を見出した過程についての話が中心となる。
